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1
．脱
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
国
内
資
源

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
以
降
、
米
国
で
は
「
自

国
第
一
主
義
」
が
強
ま
っ
て
い
る
。

1
9
9
0
年
代
の
東
西
冷
戦
後
に
世
界
秩

序
の
原
理
原
則
と
な
っ
た
新
自
由
主
義
は

政
府
の
役
割
を
縮
小
し
国
際
的
な
市
場
原

理
を
優
先
し
、
世
界
統
一
市
場
を
目
指
す

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
潮
流
を
生
み
出
し
て

き
た
。
こ
の
こ
と
で
不
利
益
を
被
っ
た
貧

困
層
、
中
間
層
の
不
満
を
拾
い
上
げ
、
政

治
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
し
た
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
、
関
税
引
き
上
げ
で
国
内
産

業
の
保
護
を
図
っ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
終
わ
る
ま
で
の
一
時

的
な
混
乱
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、
10
年
、

20
年
続
く
潮
流
と
な
る
リ
ス
ク
に
備
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
米
国
は

か
つ
て
の
対
日
貿
易
摩
擦
と
同
様
に
、
中

国
の
台
頭
を
脅
威
と
捉
え
、
中
国
の
弱
体

化
を
狙
う
「
覇
権
争
い
」
の
渦
中
に
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
自
由
貿
易
の
恩
恵
を
最
大

限
に
受
け
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民

主
主
義
陣
営
と
は
一
線
を
画
す
中
国
へ
圧

力
を
か
け
る
方
針
は
超
党
派
で
一
致
し
て

い
る
。
一
方
、
中
国
も
米
国
の
圧
力
に
屈

す
る
こ
と
は
な
い
。
共
産
党
政
権
は
、
ア

ヘ
ン
戦
争
以
来
の
屈
辱
の
近
代
か
ら
脱
却

し
、「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
」
と
い

国
際
秩
序
の
変
化
で
求
め
ら
れ
る
水
力
と
バ
イ
オ
マ
ス

新
た
な
地
域
経
済
圏
モ
デ
ル
の
構
築
が
カ
ギ

日
本
総
合
研
究
所
創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

シ
ニ
ア
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

瀧
口
信
一
郎

解 説

　
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
は
「
自
国
第
一
主
義
」
を
強
め
、
脱
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
大
き
な
潮
流
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
観
点
か
ら
は
水
力
と
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
う
「
山
の
国
内
資
源
」
が
焦
点
と
な
る
。

　
し
か
し
、「
山
の
国
内
資
源
」
は
発
電
設
備
を
造
れ
ば
済
む
話
で
は
な
い
た
め
、
人
口
減
少
に
向
か
う
中
で
、
山
の
イ

ン
フ
ラ
維
持
と
地
方
活
性
化
の
観
点
か
ら
山
の
包
括
的
再
興
が
必
要
で
あ
る
。
電
力
イ
ン
フ
ラ
と
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
を

連
携
す
る
「
ワ
ッ
ト
・
ビ
ッ
ト
連
携
」
を
地
方
型
に
発
展
さ
せ
た
「
新
た
な
地
域
経
済
圏
」
モ
デ
ル
が
目
指
す
形
に
な
る
。

　
日
本
総
研
で
は
、
R
e
C
I
D
A
（Renew

ing Com
m
unity Infrastructure in Depopulated Areas

、
過

疎
地
の
地
域
イ
ン
フ
ラ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ

1
、
高
齢
者
や
観
光
客
の
交
通
基
盤
、
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
I
T
基
盤
、
陸
上
養
殖
な
ど
の
地
域
産
業
施
設
を
水
力
発
電
と
連
携
さ
せ
、
過
疎
地
の
人
口
を
維
持
し

て
い
く
新
た
な
地
域
経
済
圏
モ
デ
ル
（
R
e
C
I
D
A
モ
デ
ル
）
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
電
気
自
動
車
（
E
V
）
と
電
力
シ
ス
テ
ム
の
充
電
・
放
電
の
連
携
を
考
え
る
と
、
電
力
デ
ー
タ
の
自
動
化
と
分
散
管
理

を
実
現
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
活
用
が
有
効
で
あ
る
。

た
き
ぐ
ち
・
し
ん
い
ち
ろ
う　
京
都

大
学
理
学
部
を
経
て
同
大
大
学
院
人

間
環
境
学
研
究
科
修
了
。テ
キ
サ
ス

大
学
M
B
A（
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
専
攻
）修
了
。不
動
産
投
資
フ

ァ
ン
ド
、エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
会
社
な
ど
を
経
て
、09
年
日
本

総
合
研
究
所
。専
門
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
戦
略
。著
書

に「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」「
エ
ナ
ジ
ー
・
ト

リ
プ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
」（
第
40
回
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー

ラ
ム「
普
及
啓
発
賞
」受
賞
）、「
パ
リ

協
定
で
動
き
出
す
再
エ
ネ
大
再
編
」

な
ど
。
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う
対
外
姿
勢
を
今
後
も
継
続
す
る
可
能
性

が
高
い
だ
ろ
う
。

　

潮
流
の
変
化
に
日
本
も
無
縁
で
は
い
ら

れ
な
い
。
日
本
政
府
は
経
済
安
全
保
障
を

重
視
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
も
影
響
を
受

け
て
い
る
。
日
本
の
液
化
天
然
ガ
ス

（
L
N
G
）
の
調
達
先
を
広
げ
る
観
点
か

ら
す
れ
ば
、
米
国
か
ら
の
調
達
量
が
増
え

る
こ
と
自
体
に
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
ア

ラ
ス
カ
の
L
N
G
は
輸
入
コ
ス
ト
を
押
し

上
げ
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。
調
達
先
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
友
好
国
が
多
い
L
N
G
は

ま
だ
し
も
、
中
東
か
ら
の
輸
入
が
中
心
の

石
油
は
よ
り
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
燃
料
高

騰
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
確
保
の
あ
り
方
を
さ
ら
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　

電
力
に
つ
い
て
は
、
脱
炭
素
を
目
指
す

方
針
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
経
済
安
全

保
障
に
重
心
が
移
る
。
海
外
依
存
を
減
ら

す
国
内
資
源
の
活
用
が
よ
り
重
要
と
な
る

た
め
、
燃
料
の
輸
入
量
が
少
量
で
長
期
間

稼
働
で
き
る
原
子
力
は
準
国
産
資
源
と
し

て
重
要
性
が
増
し
、
太
陽
光
、
風
力
と
い

う
平
地
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
引
き

続
き
後
押
し
さ
れ
る
が
、
太
陽
光
や
風
力

の
発
電
機
器
や
付
属
機
器
に
中
国
製
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
懸
念
も
根
強
い
。

　

今
後
は
さ
ら
に
経
済
安
全
保
障
を
高
め

る
観
点
か
ら
、
山
や
海
に
眠
る
国
内
資
源

（
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
洋
上
風
力
、
核

融
合
、
宇
宙
太
陽
光
な
ど
）
が
焦
点
と
な

る
。
短
期
的
に
は
、
水
力
発
電
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
と
い
う
居
住
地
域
に
近
い
「
山

の
国
内
資
源
」
を
ど
う
活
用
す
る
か
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
洪
水

調
節
や
渇
水
対
策
を
行
う
治
水
ダ
ム
に
発

電
設
備
を
付
け
れ
ば
、
新
規
に
発
電
量
を

生
み
出
せ
る
し
、
発
電
と
治
水
の
両
方
の

目
的
で
使
わ
れ
て
い
る
多
目
的
ダ
ム
で
天

候
予
測
技
術
を
活
用
し
、
水
位
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
最
適
化
す
る
こ
と
で
、
既
設
の

発
電
の
能
力
を
増
や
す
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
実
際
、
国
土
交
通
省
は
多
目
的
ダ
ム

で
の
発
電
利
用
を
拡
大
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
ダ
ム
政
策
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

農
業
用
水
や
生
活
用
水
な
ど
河
川
本
流
か

ら
引
き
込
ん
だ
水
路
、
山
の
急
斜
面
を
流

れ
る
小
規
模
の
支
流
を
使
い
、
山
間
部
の

集
落
で
「
中
小
水
力
発
電
」
は
ま
だ
ま
だ

増
や
せ
る
。
水
力
発
電
全
体
で
は
、
日
本

の
発
電
量
の
1
割
を
占
め
る
が
、
2
割
ま

で
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

も
1
0
0
0
kW
以
下
の
中
小
型
で
あ
れ
ば
、

地
域
内
で
木
材
チ
ッ
プ
を
問
題
な
く
調
達

で
き
、
燃
料
の
制
約
を
受
け
に
く
い
た
め
、

発
電
量
を
増
や
す
余
地
が
あ
る
。

2
．人
口
減
少
時
代
に
こ
そ
山
の
包
括
的
再
興
を

　

し
か
し
、
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
う

「
山
の
国
内
資
源
」
は
「
発
電
設
備
を
造

れ
ば
済
む
」
単
純
な
話
で
は
な
く
、
水
系

管
理
、
河
川
整
備
、
ダ
ム
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

、
山

林
管
理
、
流
木
処
理
、
農
業
環
境
整
備
、

倒
木
処
理
、
路
網
整
備
な
ど
の
土
木
対
策
、

環
境
対
策
と
一
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

従
っ
て
、「
山
の
国
内
資
源
」
の
活
用

に
は
、
多
様
な
視
点
を
取
り
込
ん
だ
「
山

の
包
括
的
再
興
」
が
求
め
ら
れ
る
。
本
来
、

山
の
資
源
は
人
が
住
み
、
守
っ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
人
が
住
ま
な
け
れ
ば
、

イ
ン
フ
ラ
も
荒
廃
す
る
。
流
木
や
土
砂
崩

れ
は
山
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
し
に
は
防
げ

な
い
。
人
口
減
少
が
続
く
地
方
で
は
、
投

資
回
収
の
不
安
か
ら
イ
ン
フ
ラ
投
資
に

躊ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
こ
と
も
多
い
が
、
放
置
し
続

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

今
後
、
日
本
の
人
口
減
少
は
深
刻
さ
を

増
し
、
地
方
活
性
化
の
対
策
に
焦
点
が
当

た
る
。
東
京
へ
の
一
極
集
中
は
、
日
本
経

済
の
エ
ン
ジ
ン
に
な
る
一
方
、
地
方
か
ら

出
生
率
の
低
い
東
京
へ
人
口
が
流
れ
る
問

題
を
生
じ
る
。
人
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
そ

の
地
域
に
住
み
、
行
き
た
い
場
所
が
あ
る

か
ら
観
光
に
行
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
山

の
包
括
的
再
興
は
、
生
活
基
盤
で
あ
る
電

力
を
山
の
資
源
で
賄
い
、
山
や
河
川
流
域

に
適
し
た
産
業
を
配
置
し
、
魅
力
あ
る
観

光
資
源
へ
の
交
通
手
段
を
整
備
す
る
こ
と

が
、
定
住
・
移
住
を
後
押
し
し
、
地
方
経

済
の
再
興
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
に
伴
っ
て
日
本
全
体
の
電
力

需
要
は
減
少
す
る
。
そ
の
場
合
、
火
力
発

電
を
含
め
た
「
量
的
拡
大
」
で
は
な
く
国

内
資
源
へ
の
「
集
中
的
投
資
」
が
有
効
に

な
る
。
電
源
の
総
花
的
増
設
で
は
な
く
、

戦
略
的
集
中
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
る
。
水

力
発
電
は
国
内
資
源
、
人
口
減
少
対
策
の

観
点
で
不
可
欠
な
電
源
と
い
う
こ
と
が
よ

り
明
確
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

な
お
、
第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

で
は
、
人
口
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
電
力

需
要
増
加
を
前
提
と
す
る
試
算
が
多
く
見

ら
れ
た
が
、
現
実
に
電
力
需
要
は
減
少
を

続
け
て
お
り
、
こ
の
ト
レ
ン
ド
は
容
易
に

は
変
わ
ら
な
い

2

。
石
油
需
要
の
低
下
と

と
も
に
精
製
設
備
・
化
学
プ
ラ
ン
ト
も
縮

小
し
、
国
内
拠
点
へ
の
投
資
は
絞
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
人
工
知
能
（
A
I
）
向
け
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
電
力
消
費
は
追
加
で
増

え
る
も
の
の
、
石
油
化
学
産
業
な
ど
電
力

多
消
費
産
業
の
縮
小
を
補
う
ほ
ど
大
き
く

な
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
電
力
コ
ス
ト

は
人
件
費
や
利
益
な
ど
付
加
価
値
の
範
囲
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で
し
か
負
担
で
き
な
い
た
め
、
国
内
総
生

産
（
G
D
P
）
成
長
率
の
制
約
を
受
け
る

か
ら
だ
。
A
I
の
計
算
も
技
術
進
化
で
効

率
化
し
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
省
エ
ネ
技

術
も
進
む
は
ず
で
あ
る
。

　

環
境
省
の
脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
や
国

土
交
通
省
の
交
通
空
白
解
消
緊
急
対
策
事

業
な
ど
の
補
助
金
、
過
疎
債
の
発
行
に
よ

る
イ
ン
フ
ラ
投
資
は
、
人
口
減
少
待
っ
た

な
し
の
過
疎
地
を
抱
え
る
自
治
体
で
動
き

出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を
加
速

さ
せ
る
工
夫
は
さ
ら
に
必
要
と
な
る
。
例

え
ば
、
経
済
成
長
と
環
境
負
荷
低
減
の
両

立
を
目
指
す
G
X
債（
G
X
経
済
移
行
債
）

の
枠
組
み
を
山
へ
の
投
資
に
使
う
「
地
域

版
G
X
債
」
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
も
あ
る

だ
ろ
う
。
長
期
・
複
数
年
度
に
わ
た
る
先

行
的
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
自
治
体
が
主
導

し
、
民
間
事
業
者
の
予
見
可
能
性
を
高
め

る
こ
と
で
、
新
た
な
市
場
・
需
要
の
創
出

が
期
待
で
き
る
。
日
本
で
は
歴
史
的
に
山

間
部
と
河
川
流
域
一
体
で
地
域
経
済
圏
が

形
成
さ
れ
て
き
た
た
め
、
地
方
創
生
は
地

域
経
済
圏
内
で
の
協
力
関
係
が
重
要
で
あ

る
。
都
道
府
県
が
複
数
自
治
体
を
ま
た
ぐ

山
間
部
と
河
川
流
域
一
体
の
広
域
圏
で
、

複
数
自
治
体
を
ま
と
め
て
事
業
を
推
進
し

て
市
場
創
出
を
図
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

3
．「
電
源
×
産
業
×
暮
ら
し
」が
重
な
り
合
う

�

新
た
な
地
域
経
済
圏
モ
デ
ル

　

も
ち
ろ
ん
、
山
の
大
開
発
を
進
め
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
治
水
用
ダ
ム
で
天

候
予
測
シ
ス
テ
ム
や
水
位
調
整
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
り
、
河
川
流
域
の
イ
ン
フ
ラ

を
最
大
限
活
用
し
た
り
す
る
な
ど
、
効
率

的
に
電
力
を
生
み
出
す
こ
と
を
優
先
す
る
。

あ
る
い
は
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
電
力
を
有

効
に
利
用
す
る
蓄
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
生
か
し
た
新
た
な
経

済
圏
の
芽
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
重
要
な
の
が
産
業
と
暮
ら
し

の
視
点
で
あ
る
。
山
の
国
内
資
源
は
そ
こ

に
暮
ら
す
人
々
、
産
業
と
共
生
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
連
携
さ
せ

る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
を
共
有
し
得
る
。
す

な
わ
ち
、「
一
つ
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
で
複

数
の
機
能
・
用
途
を
同
時
に
成
立
さ
せ
る

戦
略
」
が
鍵
と
な
る
。
電
力
イ
ン
フ
ラ
と

情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
連
携
す
る
「
ワ
ッ

ト
・
ビ
ッ
ト
連
携
」
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
所
の
近
く
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
を
立
地
さ
せ
る
こ
と
で
送
電
線
の
追
加

投
資
を
抑
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
政
府
の

経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
で
あ

る
「
2
0
2
5
年
度
の
骨
太
の
方
針
」
に

も
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
ワ
ッ
ト
・
ビ

ッ
ト
連
携
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

×
I
T
×
農
業
×
交
通
×
防

災
」
の
よ
う
な
多
分
野
融
合
型

の
モ
デ
ル
に
発
展
で
き
る
。
地

方
で
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
複
数

機
能
の
重
ね
合
わ
せ
に
よ
っ
て

自
立
し
た
経
済
圏
の
芽
に
す
る

意
義
が
大
き
い
。

　

具
体
的
に
は
、
水
力
発
電
の

電
力
を
最
大
活
用
す
る
産
業
誘

致
モ
デ
ル
の
構
築
が
鍵
と
な
る
。

電
力
の
地
産
地
消
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
な
が
ら
、
蓄
電
池
を
併

設
し
て
電
力
供
給
を
安
定
化
さ

せ
て
停
電
時
に
も
供
給
が
で
き

る
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、
電

力
の
安
定
供
給
が
必
要
な
産
業

の
誘
致
が
行
い
や
す
く
な
る
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
（
都
市
部

よ
り
も
小
型
の
マ
イ
ク
ロ
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
が
適
し
て
い
る
だ

ろ
う
が
）、
今
後
の
農
業
用
デ

ー
タ
分
析
や
農
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

を
導
入
す
る
た
め
の
基
盤
に
な

る
。
交
通
シ
ス
テ
ム
の
自
動
運
転
化
を
進

め
る
た
め
の
基
盤
に
も
な
り
得
る
。
水
耕

栽
培
・
陸
上
養
殖
施
設
（
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ

ク
ス
）
は
水
槽
の
魚
に
酸
素
を
供
給
す
る

電
力
を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

電
力
を
確
保
し
や
す
い
環
境
に
は
魅
力
が

あ
る
。

　

蓄
電
池
を
E
V
に
す
る
こ
と
で
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
撤
退
し
た
地
域
で
の
交

通
シ
ス
テ
ム
の
強
化
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
。

電力事業の拡大

脱炭素投資

オフグリッド

地域価値の創出
（住民メリット）

サステナブル地域交通

市場

着脱式

ぽつんと生活エリア／
災害時隔離地域 土木エリア

農業（果樹園）エリア

地域巡回（交通・物流）

小型EV
（住民）

水力発電 太陽光発電

地域外連携

二輪車

V2H

自家用有償旅客運送車両等との連携

EV
（住民・自治体）グリスロなどEVバン

（自治体・NPO等）

交流
結節点

着脱式EV
バッテリー
パック融通

着脱式EV
バッテリー
パック融通

収益化
定置用

充放電

バッテリー
ステーション

住民需要
制御/取引システム

運行システム

モビリティ蓄電インフラ

シェア

シェア

•生活に不可欠な買物支援拠点の整備
•物流拠点の整備
•防災拠点の整備
•オンライン診察・介護・教育拠点の整備
•観光拠点の整備による人流の創出
•産業基盤による地域雇用創出

〈図表1〉地域インフラ・リニューアル
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多
様
な
蓄
電
池
で
、
E
V
の
充
電
・
放
電

装
置
と
し
て
の
活
用
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
）、

冷
蔵
・
冷
凍
倉
庫
や
農
業
施
設
の
電
力
安

定
化
（
農
業
）、
災
害
時
の
避
難
所
や
医

療
施
設
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源（
防
災
）、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
運
用
（
情
報
産
業
）
な

ど
他
分
野
へ
の
重
ね
合
わ
せ
利
用
が
可
能

な
た
め
、
稼
働
率
を
高
め
、
導
入
コ
ス
ト

の
回
収
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
ら
れ
る
。
将
来

的
に
は
地
域
外
へ
の
電
力
供
給
に
よ
り
地

域
外
か
ら
の
収
入
を
獲
得
す
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
設
置
す
れ
ば
、
燃

焼
副
産
物
（
C
O2
、
熱
、
灰
）
を
原
料

供
給
源
と
し
た
産
業
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
C
O2
を
植
物
工
場
、
藻
類
培
養
、

炭
酸
利
用
プ
ロ
セ
ス
へ
投
入
し
、
食
品
加

工
施
設
、
温
浴
施
設
な
ど
へ
供
給
す
る
な

ど
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
を
建
材
、
バ
イ

オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
セ
ル
ロ
ー
ス
系
素
材

の
供
給
源
と
す
る
の
で
あ
る
。
排
熱
を
地

域
暖
房
に
使
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
に

よ
り
「
発
電
」
と
「
素
材
産
業
」
が
連
動

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
が
地
域
の
他
分
野

に
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
構
造
が
形
成
さ

れ
る
。

4
．地
域
課
題
を
き
っ
か
け
に
し
た
過
疎
地
モ
デ
ル

　

日
本
総
研
で
は
、
R
e
C
I
D
A

（R
e
n
e
w
in
g

 C
o
m
m
u
n
ity 

Infrastructure in D
epopulated 

Areas

、
過
疎
地
の
地
域
イ
ン
フ
ラ
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上

げ
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
、
観
光
振
興
の

た
め
の
地
域
外
か
ら
を
含
め
た
交
通
基
盤
、

農
林
水
産
業
や
I
T
基
盤
と
い
っ
た
産
業

振
興
を
水
力
発
電
と
連
携
さ
せ
、
過
疎
地

の
人
口
を
維
持
し
て
い
く
新
た
な
地
域
経

済
圏
モ
デ
ル
（
R
e
C
I
D
A
モ
デ
ル
）

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
自
動
車
社

会
が
進
展
し
た
地
方
で
は
、
遠
く
ま
で
買

い
物
に
行
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
人
口
減

少
で
乗
客
減
や
運
転
手
不
足
も
手
伝
っ
て
、

公
共
交
通
機
関
は
必
要
な
ニ
ー
ズ
を
満
た

せ
て
い
な
い
現
実
が
あ
る
。
免
許
返
納
後

の
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
が
大
き
な

課
題
と
さ
れ
る
中
、
自
治
体
が
主
体
と
な

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
は
じ
め
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
取
り
組
む
姿
が
各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
人
口
減
少
が

さ
ら
に
顕
著
な
過
疎
地
域
で
は
、
そ
う
し

た
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
を
賄
う

こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
自
治
体
も
少
な
く

な
い
。
ま
た
、
運
転
手
不
足
に
よ
っ
て
、

物
流
サ
ー
ビ
ス
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。
従
っ
て
、過
疎
地
域
に
お
け
る
交
通
・

物
流
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
経
済
的
負
担
の

抑
制
の
た
め
、
交
通
・
物
流
・
電
力
・
そ

の
他
サ
ー
ビ
ス
で
人
材
を
共
有
化
す
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

新
た
な
地
域
経
済
圏
の
収
益
源
と
し
て
、

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
水
力
発
電
や
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
余
剰
電
力
を
E
V
電
池
に
蓄
電
し
、

交
通
・
物
流
サ
ー
ビ
ス
で
活
用
す
る
と
と

も
に
、
電
力
供
給
事
業
で
収
益
を
上
げ
る
、

持
続
可
能
な
交
通
事
業
モ
デ
ル
が
有
効
と

な
る
。
こ
の
交
通
事
業
モ
デ
ル
の
大
き
な

特
徴
は
、
E
V
電
池
を
電
力
事
業
と
共
有

化
す
る
点
に
あ
る
。
余
剰
電
力
を
E
V
電

池
に
た
め
る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
E
V

の
3
～
4
割
を
占
め
る
E
V
電
池
コ
ス

ト
の
削
減
や
乗
合
バ
ス
事
業
の
運
営
で
は

原
価
の
1
割
程
度
を
占
め
る
燃
料
油
脂
費

の
削
減
に
貢
献
す
る
ほ
か
、
需
要
予
測
に

応
じ
た
電
力
の
販
売
に
よ
っ
て
、
よ
り
高

い
収
益
性
を
実
現
で
き
る
。

　

E
V
電
池
の
充
放
電
設
備
や
蓄
電
池
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に
つ
い
て
は
、
人
々
が

交
流
す
る
駅
や
停
留
所
に
集
約
し
、
交

通
・
物
流
サ
ー
ビ
ス
と
電
力
事
業
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
交
流
結
節
点
」
と
し
て
、
地

域
の
要
所
に
配
置
す
る
。
こ
こ
で
、
交
通

の
運
行
管
理
を
適
切
に
行
い
、
電
力
調
整

と
連
携
さ
せ
る
た
め
の
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
蓄

電
イ
ン
フ
ラ
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
蓄
電
イ
ン
フ
ラ
は
、
電
気
自

動
車
の
充
放
電
器
、
着
脱
式
の
バ
ッ
テ
リ

ー
、
定
置
用
の
蓄
電
池
、
調
整
用
シ
ス
テ

ム
か
ら
構
成
さ
れ
、
停
電
時
に
も
電
力
を

確
保
し
、
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
や
マ
イ
ク

ロ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
絶
え
間
な

生活エリア

生活エリア 生活・施設エリア

生活・施設エリア 農業（果樹園）エリア

他地域との連携

他地域との連携

土木エリア

水力発電
交通 電力

〈図表2〉水力発電と連携する地域インフラ
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い
電
力
供
給
が
必
要
な
仕
事
の
場
の
誘
致

に
役
立
つ
。

　

こ
の
交
流
結
節
点
を
つ
な
ぐ
幹
線
交
通

と
し
て
は
定
時
運
行
お
よ
び
定
路
線
の
中

長
距
離
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
補
完

交
通
と
し
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
住
民
が
協
力
し
合
い

な
が
ら
地
域
の
移
動
を
支
え
る
仕
組
み
と

す
る
こ
と
を
計
画
す
る
。
住
民
だ
け
で
な

く
荷
物
を
運
ぶ
「
貨
客
混
載
」
も
行
い
、

交
通
・
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価
値
化

と
省
エ
ネ
化
を
図
る
。

　

R
e
C
I
D
A
モ
デ
ル
の
課
題
は
、
こ

の
モ
デ
ル
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
運
用
す
る

か
で
あ
る
。
R
e
C
I
D
A
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
で
は
、
自
治
体
、
地
元
企
業
、
関
連

す
る
事
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
大
手
民
間
企

業
な
ど
が
参
加
し
て
、
モ
デ
ル
に
含
ま
れ

る
リ
ス
ク
を
ど
う
分
担
す
る
か
を
議
論
し

て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
地
域
の
交
通
と

電
力
を
同
時
に
担
い
、
地
域
の
活
動
を
支

え
る
「
地
域
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会

社
」
を
組
成
し
、
自
治
体
と
民
間
企
業
が

資
金
調
達
も
含
め
て
協
力
し
て
実
装
化
を

図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
会
社
は
交
通
の
運
行
管
理
と
電
力

の
調
整
シ
ス
テ
ム
を
円
滑
に
つ
な
げ
る
シ

ス
テ
ム
の
実
装
も
行
う
。
E
V
が
ど
こ
に

い
て
、
電
力
を
充
電
し
た
り
、
放
電
（
供

給
）
し
た
り
で
き
る
か
を
把
握
し
、
電
力

の
調
整
に
利
用
で
き
る
か
を
事
細
か
に
把

握
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
電
気
使

用
量
・
供
給
量
の
追
跡
、
そ
れ
に
伴
う
電

力
料
金
の
支
払
い
管
理
を
行
う
必
要
が
出

て
く
る
。
過
疎
地
の
小
規
模
事
業
と
な
る

た
め
、
そ
の
デ
ー
タ
管
理
、
料
金
収
受
の

仕
組
み
を
自
動
化
す
る
シ
ス
テ
ム
が
不
可

欠
で
あ
る
。
自
動
化
シ
ス
テ
ム
に
は
、
デ

ー
タ
を
一
括
管
理
す
る
必
要
の
な
い
ブ
ロ

ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
活
用
が
有
効
で
あ
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
計
算
量
が
膨
大
で

計
算
と
電
力
消
費
が
大
き
い
が
、
技
術
が

深
化
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
処
理
速

度
も
上
が
り
、
導
入
事
例
も
増
え
て
い
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
、
当
初
、
中
央
集

権
型
の
統
制
で
は
な
く
、
分
散
型
で
不
特

定
多
数
の
個
人
や
組
織
が
参
加
で
き
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
型
を
目
指
し
て
き
た
が
、
ビ
ジ

ネ
ス
上
は
責
任
を
取
る
信
頼
で
き
る
主
体

が
不
可
欠
な
た
め
、
信
頼
で
き
る
認
証
機

関
を
置
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
型
が
一
般
的
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
の
大
手
電
力
会
社

や
通
信
会
社
も
参
加
す
る
ス
イ
ス
に
本
拠

を
置
くEnergy W

eb

は
電
力
会
社
と
の

連
携
で
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
導
入
事
例

を
増
や
し
、
非
営
利
団
体
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
、
収
益

化
を
進
め
て
い
る
。Energy W

eb

は
認

証
機
関
の
信
頼
性
を
重
視
し
、
こ
の
認
証

機
関
を
大
手
電
力
会
社
と
す
る
こ
と
で
そ

の
信
頼
性
を
担
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
R
e
C
I
D
A
モ
デ
ル
で
は
、

地
域
で
の
信
頼
性
の
観
点
で
、
地
域
イ
ン

フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
が
担
う
こ
と
が

適
切
と
考
え
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
で
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
型
は
特
に
大
量

の
計
算
に
伴
う
電
力
消
費
が
問
題
に
な
る

た
め
、
豊
富
な
水
力
発
電
の
電
力
を
利
用

で
き
る
こ
と
は
利
点
と
な
る
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
応
用
先
は
、
自

動
決
済
の
金
融
機
能
が
考
え
ら
れ
る
。
細

か
な
電
力
の
売
買
を
地
域
内
で
地
域
イ
ン

フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
が
手
掛
け
る
に

は
手
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
あ
ら
か
じ
め

指
定
さ
れ
た
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
自

動
決
済
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
ス
マ

ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
機
能
が
有
効
に
働
く

だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
実
務
上
、
地
域
イ

ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
は
金
融
機
関

と
の
連
携
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

こ
の
R
e
C
I
D
A
モ
デ
ル
は
、
鳥
取

市
佐
治
町
を
対
象
に
、
ま
ず
、
交
通
事
業

モ
デ
ル
と
電
力
事
業
モ
デ
ル
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
高
齢
化
率
が
50
％
を
超
え
る

佐
治
町
で
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
撤
退
し
、
公
共
交

通
も
減
便
す
る
な
ど
、
生
活
利
便
性
は
低

下
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、

豪
雪
や
台
風
な
ど
の
災
害

が
発
生
し
た
際
に
、
電
力

の
復
旧
が
難
し
い
こ
と
な

ど
も
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

将
来
の
町
の
持
続
性
に
対

す
る
鳥
取
市
や
地
元
佐
治

町
の
危
機
感
が
活
動
の
原

動
力
と
な
っ
て
い
る
。
佐

治
町
は
、
全
体
の
約
9
割

が
森
林
で
覆
わ
れ
、
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
ん

な
V
字
谷
に
は
佐
治

川
が
流
れ
て
い
る
。
本
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
佐

治
町
に
新
設
さ
れ
る
中
小

水
力
発
電
や
太
陽
光
発
電

に
よ
る
地
産
地
消
の
推
進

と
交
通
事
業
の
維
持
・
確

保
を
両
立
さ
せ
る
交
通
事

業
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
。

E
V
バ
ッ
テ
リ
ー
を
非
常

用
電
源
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
。
交

通
事
業
モ
デ
ル
の
検
討
後

は
、
実
証
を
含
む
段
階
的

実
装
を
進
め
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。
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